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A-2-59 ウィーニング、プログ、ラムの作成と看護師の意，思統一を目指して

沖縄ハートライフ病院 ICU 松本靖子

【はじめに]当ICUにおけるウィーニング、の

進め方には看護師により差がみられ、これ

は個々の看護師の呼吸管理に対する認

識の差によるものではなし、かと考えられた。

そこで、アンケート調査を行い、その結果を

元に勉強会を実施し、ウィーニングプログ

ラムの作成を行ったので報告する。

【対象)ICU看護師 15人

【方法]①ウィーニング、についてのアンケ

ートを実施②スタッフ全員が参加で、きる

勉強会の計画、実施③ウィーニング、プロ

グラムを作成④プログラム実施後、アン

ケートの実施と評価

【アンケート結果1)1. r積極的にウィーニン

グを進めたことがありますかJの問いに11

人のスタッフが「進めたことがなかった」と

答えた。その理由として医師の指示がない、

進め方が分からないとし、う回答が多かった。

2.ウィーニング、中に困ったことで、は、「呼吸

状態、ABGが悪化した場合の判断Jr設

定変更の基準が分からなしリ rOrの不明

確な方針J等が挙がった。 3.要望として勉

強会の実施やウィーニング‘プログ、ラムの作

成とし、う意見が大多数を占めた。

【ウィ}ニング、プログ‘ラムの作成と実際】プ

ログラムは、「急性呼吸不全」用と「慢性閉

塞性肺疾患急性増悪J用を作成し、それ

そ'れウィーニング‘中止の指標を記した。 10

人の患者に使用し、 7人の患者が抜管で

きた。

[アンケート結果2)ウィーニング、を進めたこ

とはあるかの問いにプログ、ラム作成前後比

較し、作成後の方が進めることが出来たと

答えたスタッフが多かった。又、呼吸状態

が悪化した時の対応もほぼ全員が何らか

の対応が出来たと答えた。

【考察]ウィーニング、についての一回目の

アンケート結果からウィーニング、について

の不安が表出され積極的に取り組めない

ことが考えられた。そこで勉強会を行い、

ウィーニング、プログラムを作成し実行した。

症例を重ねた後の調査では、ほとんどの

スタッフがプログ、ラムに沿って進行で、きたと

答えた。換気モード、別にステップ基準を設

けたことで、ウィーニング、の段階が明確に

なり、また急変時の対応が出来たことによ

り不安は軽減されたと考える。

【まとめ)1.アンケートを実施して、ウィーニ

ングに対する看護師の不安が明らかとな

った

2.勉強会を実施し、プログ、ラムを作成、実

行した 3.プログラム作成を通して、ウィー

ニングに積極的に取り組む姿勢がみられ

た4.プログ、ラムは、ウィーニング、に対するス

タップの意識を高めた

【結語]今後は勉強会を継続し疾患の理

解を深めた上で、患者の個別性を考慮し

たウィーニング、プランを立て、呼吸管理の

看護を充実させていきたい。




